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本日のお話

○ “農薬”とは

○ 食品に残留した農薬の“規制”

○ 食品中の農薬“残留実態”○ 食品中の農薬 残留実態



農薬とは農薬と

農作物のお薬かなぁ？？？農作物のお薬かなぁ？？？





食品中残留農薬の規制



食品中残留農薬に係わる法律

• 農薬取締法
• 植物防疫法

• 食品衛生法• 食品衛生法
• 食品安全基本法

• 毒物及び劇物取締法

• 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律化学物質 審査及び製造等 規制 関する法律

• 消防法 等



農産物に残留する農薬の規制農産物に残留する農薬の規制

農薬取締法農薬取締法
農薬の品質確保
公定規格の設定公定規格の設定

農薬の使用規制
登録制度

食 衛生法

登録制度

食品衛生法
食品の安全性の確保
人の健康を損なうおそれ
のある食品の販売等禁止

食品規格(残留基準)の設定食品規格(残留基準)の設定



農薬を使用しないで栽培すると農薬を使用しないで栽培すると

◎ 収穫量が大幅に減少
水稲 ７６％
りんご ３％
かき ２５％かき ２５％
キャベツ ３３％
きゅうり ３９％きゅうり ３９％
トマト ６４％
だいこん ６１％

◎ 手取り除草などの重労働、長い労働時間
除草時間：50 6時間(1949年)→1 6時間(2005年)／10a除草時間：50.6時間(1949年)→1.6時間(2005年)／10a

（「病害虫と雑草による農作物の損失」日本植物防疫協会 より）





農薬の登録制度農薬の登録制度

国（農林水産省）に登録された農薬のみが
製造、輸入、販売、使用できるという仕組み製造、輸入、販売、使用できるという仕組み

登録 質 病害虫など 効 作物 害 残留性登録には、品質、病害虫などへの効果、作物への害・残留性、
人や家畜への毒性（安全性）などの試験成績などが必要

短期間に大量の農薬を摂取した場合の毒性（急性毒性）
→ 主に農薬を使用する人への影響

（食べる 触る 吸う 目に入るなど）（食べる、触る、吸う、目に入るなど）

少量の農薬を長期間摂取した場合の毒性（慢性毒性）
→ 主に農薬が使用され、残留した農作物を食べる人に与える影響

（続け 食べる ず と触る 吸 続ける 発がん性 次世代 影響など）（続けて食べる、ずっと触る、吸い続ける、発がん性、次世代への影響など）



使用基準使用基準

「農薬を使用するものが遵守すべき基準を定
める省令」（農林水産省の省令）で定められめる省令」（農林水産省の省令）で定められ、
違反者には懲役、罰金の罰則がある。

登録時に定められた使用方法が農薬のラベルに書かれている登録時に定められた使用方法が農薬のラベルに書かれている。
1. 使用できる作物
2. 使用できる量（希釈倍数） ⇒ 農薬がたくさん2. 使用できる量（希釈倍数）
3. 使用時期
4. 使用回数

⇒ 農薬がたくさん
残らない使い方



登録制度
使用基準使用基準

安全性は、

「登録された農薬を使う と「登録された農薬を使うこと」
「定められた使い方を守ること」「定められた使い方を守ること」

で確保される。



農薬を使う農薬を使う

徐々に減る 少し残ることがある

人の健康を損なわない量
でなければならないでなければならない

残留基準の設定



食品衛生法食品衛生法

食品、添加物等の規格基準

食品に残留する農薬量の限度

残留基準

農薬の成分ひとつひとつに農薬の成分ひとつひとつに
食品の品目ひとつひとつの

「超えてはならない量」「超えてはならない量」

（各農薬成分の摂取量がADIの80％を超えない）（各農薬成分の摂取量がADIの80％を超えない）









食品中の食品中の

農薬残留実態農薬残留実態





平成20年12月24日
厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課

食品中の残留農薬検査結果等の公表について（概要）

○ 平成16年度農産物中の残留農薬検査結果について

平成16年度に実施された農産物中の残留農薬検査結果を取りまとめるため、平成 年度 実施された農産物中 残留農薬検査結果を取りま めるため、
地方公共団体における検査結果（98団体より資料提供の協力を得た。）及び検
疫所における検査結果を合わせて集計した。その概要は次のとおりである。

１ 検査数2,439,341件
２ 農薬検出数4,895件（0.20％）

国産品1 260件（0 32％）輸入品3 635件（0 18％）国産品1,260件（0.32％）輸入品3,635件（0.18％）
３ 基準値を超えた数65件（0.01％）

国産品14件（0.01％）輸入品51件（0.01％）

本集計結果は平成15年度の集計結果とほぼ同様の傾向を示しており、農薬
が検出された割合、基準値を超えた割合のいずれも極めて低いことから、我が
国で流通している農産物における農薬の残留レベルは低いものと考えられる。









こんな農薬が

このぐらい

こんな農作物に

このぐらい 残っていた

実際にはどのぐらい食べているのか？！実際にはどのぐらい食べているのか？！

摂取量調査摂取量調査





平成20年10月29日
厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課

食品中の残留農薬検査結果等の公表について（要約）

○ 食品中の残留農薬の一日摂取量調査結果について○ 食品中の残留農薬の 日摂取量調査結果について

国民が日常の食事を介して食品に残留する農薬をどの程度摂取
しているかを把握するため、国民栄養調査を基礎としたマーケットしているかを把握するため、国民栄養調査を基礎としたマ ケット
バスケット調査方式（注1）による一日摂取量の調査の結果を取りまと
めた。

成 度 結 び 成 度 結 推平成16 年度の調査結果及び平成３～15 年度の調査結果で、推
定される摂取量の許容一日摂取量（ＡＤＩ）(注2)に占める割合（ＡＤＩ
比）は いずれもＡＤＩを大きく下回っていることから これまで調査の比）は、いずれもＡＤＩを大きく下回っていることから、これまで調査の
対象とした農薬の食品を通じた摂取については、現状で安全上の
問題はないと考えられる。

（注1）マーケットバスケット調査方式 ： 国民栄養調査による食品摂取量を参考に市場で流通している農産物等を
購入し、通常行われている調理方法に準じて調理を行った後、化学分析を実施し、対象となる農薬の摂取量を
調べること。

（注 ）許容 日摂取量（ ） （許容 日摂取量 ）とは ある物質に 人が生

問題はな と考えられる。

（注2）許容一日摂取量（ADI） ： ＡＤＩ（許容一日摂取量：Acceptable Daily Intake）とは、ある物質について人が生
涯その物質を毎日摂取し続けたとしても、安全性に問題のない量として定められるもので、通常、一日当たり体
重１kgあたりの物質量（mg/kg/day）で表される。




